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～聞くことを尊び、知るところを行う～ 

＜先輩方より…＞ 

 

第 45回全日本高齢者武道大会優勝にあたって 

 

小谷 洋子 

 
 生前、故近藤利雄先生がよく仰っておられた言葉があります。「僕は日本一になるよ、何

故かわかるか、日本一長生きするからだよ」それは美しい笑顔で嬉しそうに悟られる御姿

が浮かびます。18歳で近藤利雄先生に師事しました。当時、先生は 61歳の還暦でしたか

ら、以来 53年を経て、私は 71歳。「先生、今ならわかる、先生の剣道への夢や希望や情

熱が!!」剣道には神が宿り、剣道にまつわることごとを全て承知している剣の神。「その剣

の神に愛される生き方をしたい」という師の生き方でありました。いつしか私も剣道を一

日でも長く続けたいと祈るようになりました。健康第一を日々の生活信条にあげ、ストレ

ッチや太極拳、更に呼吸法等々の様々な補強運動を通して、ひたすらに「剣の神に喜ばれ

る生き方」を実践しようとしています。剣道は、お相手との対峙において、仮に生命の遣

り取りを想定し、切羽詰まった状況に身を置く中で、自己を創造する道だと思います。ま

さに、お相手との究極のコミュニケーションであると思うのです。 

 今、私が目指すところには、「打つ」という気持ちでお相手と対峙するのではなく、「た

だ攻める」という心境で、剣の神に全てを委ね、人間智の働きを超えた無心の技を具現化

することです。何の計らいも無くし、一瞬の隙も作ることなく、ただただ攻め続けること

ができるならばどうだろう。月夜に障子を開けた刹那、さぁ～っと月光が部屋に射し込ん

でくるであろう技が、私のこの身体を通して顕れてくる！そんな夢のような奇跡を求め

て、近藤利雄先生がまさに私のこの年代にもたれていた希望や情熱を引き継いで、今を生

ききりたいと念願する毎日です。                       合掌 

 

                                           



第 64 回全国選抜少年剣道錬成大会最優秀賞受賞にあたって 

 

 

内田信之 

 

令和五年三月二十六日茨城県水戸市にて「第六十四回文部科学大臣杯全国選抜少年剣道錬

成大会」で三四一チームの頂点に立つことが出来ました。 

洗心道場が優勝するのは、三度目。一度目は平成二四年の第五十三回、二度目は翌年の

第五十四回の二連覇でした。今回は、九年ぶりの優勝です。 

小学六年生を主体にメンバーを編成するチームが多い中、 

先鋒 塚本向陽（五年生）、次鋒 江口大晴（五年生）、中堅 大洞雄志（五年生）、副将 

深町惇成（五年生）、大将 森本 一颯(六年生)の五年生四名と六年生一名でトーナメント

戦六戦を勝ち抜き、巴戦の決勝も全勝することが出来ました。 

この子たちは、体も小さく、体力の課題もあったので試合前日まで走り込みを続け、足

腰を鍛えました。 

努力の甲斐あって一本差や僅差の試合が続きましたが捨て身の剣道で勝つことが出来たと

思います。 

「運命は決まっていません」自分の努力の継続で目標に向かっていけば、より良い方向に

変えられるものと信じています。「命を運ぶ」これが自分の運命を切り開くと思います。 

私が子どもたちに願うことは、剣道を通じて生きる力を身につけ、今、この瞬間も全力

で精一杯生きてほしいということ。 

次の目標に向けて、今年も子ども達、保護者、指導者と共に全力で走り続けていきたい

と思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                          



翔び立て若き翼 北海道総体 2023 優勝にあたって 

 

茨城県立守谷高等学校 剣道部総監督 塚本浩一 

 

 

 この度、令和５年度北海道インターハイで守谷高校として 11 年ぶり５度目の優勝、そし

て 18年ぶり春夏連覇を果たすことができました。今回の優勝は私にとって格別なものとな

りました。令和３年度末に定年退職を迎え、現在は再任用という立場で守谷高校を指導して

いるなか、私の後を継ぐ人材育成を課題とし若手指導者の育成に力を入れてきました。令和

４年度の全国選抜大会から私は総監督という見守る立場となり、監督は私の後を継ぎたいと

熱い想いを持つ安田氏に託しました。監督をバトンパスしたタイミングでの優勝、そして令

和５年度インターハイでも優勝し、春夏連覇という偉業を達成してくれました。安田氏や生

徒にとって、新旧交代のなかでプレッシャーがあったかと思いますが、見事に期待に応えて

くれました。安田氏と生徒たちが涙を流して喜んでいる姿を見て、私事のように幸せを感じ

る瞬間でした。 

最近、「他喜自倖」という言葉を大切に生活しています。「他喜自倖」とは、他者の喜びを

自分の幸せと捉えるという意味であります。この言葉と出会い、人との接し方や物事の考え

方が大きく変わりました。高校剣道に携わる中で、若手指導者の育成こそが剣道普及・発展

に繋がると考えるようになり、私の経験や指導方法を学びたいと訪れる指導者や剣士には、

包み隠さず経験や指導方法を伝えています。そして、その指導者や剣士たちの活躍を聞くと

嬉しくなります。中京大学剣友会の中でも、一流選手を育て上げた指導者、剣道を通して心

を育て上げる素晴らしい指導者がたくさんおられます。是非、剣道の普及・発展のために、

素晴らしい指導方法を継ぐ若手指導者の育成にも力を入れてほしいと思います。 

最後に、中京大学剣友会のこれからの益々の発展を願っております。そして今回、インタ

ーハイが北海道開催により中京大学剣友会北海道支部の先輩方には大変お世話になり、素晴

らしい思い出となったことに感謝しております。有難うございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                           



＜剣友会総会報告…＞ 

第４２回 剣友会総会 
         

         

      
総 会 次 第 

      

          

 1 開会の辞       

 2 会長挨拶       

 3 議長選出       

 4 議題       

  ＜報告事項＞      

    ① 令和５年 事業報告     

    ② 令和５年 一般会計報告     

    ③ 事業ならびに会計監査報告     

    ④ 令和４年度 剣聖旗会計報告     

    ⑤ 令和５年度 剣道部活動結果報告     

    ⑥ 新会員紹介       

         

  ＜審議事項＞      

    ① 役員改選（案）      

    ② 令和６年 事業計画（案）     

    ③ 令和６年 予算（案）     

    ④ その他      

         

         

 5 閉会の辞       

         

 

 

 

 



＜報告事項＞       

        

① 令和５年 剣友会事業報告     

        

1 
剣友会主催行事・事

業 
     

 ① 第４１回 剣友会総会   2月 11日 

 ② 新会員入会式   2月 11日 

 ③ 剣友会事業・剣聖旗全国選抜剣道大会開催 2月 12日 

 ④ 全国高等学校剣道選抜大会 出場校 激励  3月 26～28日 

 ⑤ 剣友会誌（尊聞行知）３５号発行   4月 1日 

 ⑥ 東海学連ＯＢ大会 協賛   12月 10日 

 ⑦ 剣友会役員会・剣聖旗準備委員会  12月 16日 8月 30日 

 ⑧ 稽古会      毎週土曜日 

        

        

        

2 剣道部後援事業      

 ① 春季全員合宿 （愛知県・豊橋市武道館） ２月２１日～２５日 

 ② 卒業生送別会    3月 20日 

 ③ 西日本学生剣道大会    5月 27日 28日 

 ④ 全日本学生剣道選手権大会   7月 2日 

  全日本女子学生剣道選手権大会   7月 1日 

 ⑤ 選手強化合宿    
8月 28日～31

日 

 ⑥ 全日本学生剣道優勝大会   11月 5日 

 ⑦ 全日本女子学生剣道優勝大会   11月 12日 

 

 



審議事項        

① 令和６年  事業計画案      

         

   剣友会行事・事業       

1 第４２回剣友会総会      2月 11日 

2 祝賀会       2月 11日 

3 新会員入会式      2月 11日 

4 剣聖旗全国選抜剣道大会     中止 

5 全国高校剣道選抜大会 出場校激励    
3月 26～28

日 

6 剣友会誌３６号発行      4月 1日 

7 東海学連剣友剣道大会 協賛     12月 

8 稽古会       毎週土曜日 

9 剣友会役員会・剣聖旗準備委員会    年各１回 

         

         

   剣道部後援事業       

1 春季合宿       ３月 

2 卒業生送別会      ３月 

3 西日本学生・女子学生剣道大会    5月 

4 全日本学生・女子学生剣道選手権大会    7月 

5 選手強化合宿      8月 

6 全日本学生剣道優勝大会     10月 

7 全日本女子学生剣道優勝大会     11月 

8 その他剣道部にかかわる行事      

 



令和６年（５年度卒） 剣友会新会員  

1 大橋正登 主将 愛知県 星城高等学校 愛知県警察 

2 西川浩太郎 副主将 兵庫県 東洋大学附属姫路高等学校 中京大学大学院 

3 村﨑凌平 副主将 兵庫県 育英高等学校 京都府警察 

4 野村想太 主務 富山県立高岡工芸高等学校 イナバインターナショナル株式会社 

5 石原応記 道場長 岐阜市立岐阜商業高等学校 岐阜信用金庫 

6 倉石隼輔 会計 新潟県立新潟商業高等学校 新潟県警察 

7 小川 捷  愛知県 名古屋大谷高等学校 愛知県警察 

8 竹本光希  奈良県 奈良大学附属高等学校 福井県警察 

9 土井惇史  愛知県 桜丘高等学校 株式会社レンタルのニッケン 

10 長山公祐  愛知県 杜若高校 名古屋刑務所 

11 細野智陽  三重県 三重高等学校 名古屋拘置所 

12 山本 輝  静岡県立池新田高等学校 静岡県警察 

13 市川結里加 主将 愛媛県 済美高等学校 株式会社 GENOVA 

14 鷹谷幸歩 副主将 兵庫県 須磨学園高等学校 愛知黎明高等学校 教員 

15 小谷早紀 副主将・学連 兵庫県 東洋大学附属姫路高等学校 兵庫県赤穂市中学校 教員 

16 河野はるひ 主務 愛知県立三好高等学校 愛知県立特別支援学校 教員  

17 酒井優衣 広報 岐阜県 済美高等学校 岐阜信用金庫 

18 犬塚成美  愛知県 愛知産業大学三河高等学校 西尾市 教員 



                                          

 

＜年会費振込のお願い…＞ 

 2023年度の年会費「５０００円」を未納の先輩方は 

下記口座までお振込みいただきますようご協力お願いいたします。 

 

   名古屋銀行 豊田浄水支店 店 番 号 ２４９ 

                普通口座 ３３７２８５４ 

                口座名義 中京大学剣友会 代表 村瀬直樹 

  

＜支部代表、事務局の先輩へ…＞ 

 支部を運営されています代表の先輩はお手数ですが名簿を事務局までご報告ください。 

 ℡・Mail 等で事務局 山﨑までご連絡いただければ、書式を添付Mail にてお送りいた

します。 


